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伊豆半島北東部中伊豆町～伊東市地域の層序

小　　山　真　　人＊

Stratigraphy of the Upper Cenozoic Stratain the

Northeastern Part ofIzu Peninsula，CentralJapan

Masato KoYAMA＊

Cenozoic rocksinthenortheasternpart ofIzu Peninsula，CentralJapan，Canbedividedinto the

followingfourgroupsin ascendingorder：the Yugashima，Hiekawa，Jo，andAtamiGroups．

ThelowermostYugashimaGroupconsistsofthelowersequence（KadonoFormation）comprising

Pumicetuff，andtheuppersequence（ShimoshiraiwaFormation）Composedofanalternationofpumice

tuff，Calcareous sandstone，tuffaceous sandstone，and basalticlavas and their pyroclastics．This

groupisdistributedinthenorthwesternpartofthestudiedarea．Thetotalthicknessofthegroupis

90Om＋．Thecalcareoussandstoneyieldsmar・inefossilssuchascorals，eChinoids，mOlluscs，Calcare－

OuSnannOPlanktons，and foraminifers．Thegeologic ageofthisgroupismiddletolateMiocene．

TheHiekawaGroupiscomposedofanalternationofpumicetuff，tuffaceoussiltstone，daciticand

basalticlavas and their pyroclasticsin thelower part（Mukai Tuff），and basalticlavas and their

PyrOClasticsintheupperpart（UmegiFormation）．ThisgroupisexposedwidelyalOngtheOomiand
Hieriversanditstotalthicknessattainsto950m．ThetuffaceoussiltstoneoftheMukaiTuffcontains

molluscs and foraminifers，Which assigns the age of the group to Pliocene．This group can be

COr・related to the ShirahamaGroupinthe southern part ofIzu Peninsula．

TheJoGroupismadeupofsiltstoneandsandstoneinthelowerpart（YokoyamaSiltstone），and

andesiticlavasand theirpyroclastics（Shimoonogawa Andesites）andtuffaceousconglomerate（00nO

Conglomerate）intheupperpart．ThisgroupiscroppedoutalongtheJoandShimoonoriversinthe

Centralpartofthisareaanditstotalthicknessisestimatedas200m．TheYokoyamaSiltstonebears

molluscs，foraminifersandcalcareousnannoplanktons，andthetuffofthe Shimoonogawa Andesites

COntainsmolluscs．Thegeologic ageofthegroupisearly Pleistocene．

The AtamiGroup consists of andesiticlavas and their pyroclastics（Usami　VoIcano－effusives，

Tenshi VoIcano－effusives，Amagi－main－body VoIcano－effusives，and Hiekawatoge Andesite）inthe

lowerandmiddleparts，anddaciticandbasalticlavasandtheirpyroclastics（00murOyamaVoIcanics）

in the upper part．These rocks are allterrestrialeffusives and are distributed widelyin this area．

Thegrouphasthetotalthicknessof700m．Itsagerangesfrom early Pleistocene to Holocene．

These fourgroupsshow unconformable relationships witheachotherandaredistributedalmost

horizontally exceptin thenorthwestern part ofthis area，Where strata belonging to the Yugashima

GroupandtheMukaiTuffshowahomoclinalstructurewitheastwardtosoutheastwarddipof200to

7〔）0．

TherearetwomajorfaultsnamedtheSukumoyama－OkunoFaultandtheShimoonogawa－Kamiu－

megiFault．TheSukumoyama－OkunoFaultrunsneartheHiekawaPassintheeasternpartofthis

areaandhasnearlyN－Strend．Thisfaultshowsaleft－lateralobliqueTSlipdisplacementofmorethan
3km northward andlOO to200m downwardin the eastern block．The vertical component of the
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displacementisindicatedbythedifferenceinthealtitudeofthebaseoftheUsamiVoIcano－effusives．

TheUsamiVoIcano－effusivesintheeasternblockisdifferentlithologlCallyandstratigraphicallyfrom

thatin thewesternblock．Lava flowsofthelowerpartoftheUsamiVoIcan0－effusiveswelltraced

inthewesternblocklackintheeasternblock，Wheretheupperpart oftheUsamiVoIcano－effusives

directly coverstheunderlyingformations．Only athinlava flow，COnStitutingthebaseoftheupper

partoftheUsamiVoIcano－effusives，Canbetracedbothinthewesternandintheeasternblocks．This

factsuggeststhattheSukumoyama－OkunoFaulthasthestrike－Slipcomponentofdisplacement．The

activity of the fault should have beenlater than the formation of the upper part of the Usami

VoIcano－effusives，Which correspondsin age to the early stage of the Brunhes NormalEpoch．The

Sukumoyama－Okuno Faultis regarded as a southward extension of the Tanna Fault as regards

the trend，the sense of displacement，and the duration of the activity．

The ShimoonogawaTKamiumegiFaultrunsalongtheShimoono andtheHieriversinthecentral

part of this area．The fault trending nearly NE－SW has a verticaldisplacement oflOO to150m

downwardinthe northwestern block．Thisdisplacementisestimatedonthebasisofthedifference

inthealtitudeofthebasesoftheUmegiFormationpndtheShimoonogawaAndesites・Thedistribution

OftheYokoyamaSiltstoneislimitedtothenorthwesternblockofthefault．Thereisnodifferencein

thealtitudeofthebaseoftheUsamiVoIcano－effusivesandotherstratabelonglngtOtheAtamiGroup．

Accordingly，the activity of the Shimoonogawa－Kamiumegi　Fault should have ceased before the

deposition ofthelowermost UsamiVoIcano－effusives．

1．緒　　　看

伊豆半島は東北日本弧と西南日本弧の中間に位置

し，プレート境界とみなされる駿河トラフと相模ト

ラフに挟まれた特異な場を占め，中新世以降の激し

い火成活動と地殻変動によって特徴づけられる地域

である．

本研究で扱った伊豆半島北東部の静岡県田方郡中

伊豆町から伊東市西部にかけての地域（Fig．1）は、中

新世から完新世に至る時代の火山岩類が比較的連続し

て分布し，2次的変質の度合が小さく，伊豆半島にお

ける標準層序の確立に最適の場である．また調査地域

は，1930年北伊豆地震の際に丹那断層を中心とする

北伊豆断層系（松田，1972）の活動の及んだ南限に

あたり，冷川峠を中心とした東部地域は1975年以来

の異常隆起によって注目を集めるなど活発な地殻変

動が知られ，伊豆半島全体の構造運動を考える上で

も興味深い地域である．調査地域における層序芋的

研究には，古く　は田山（1931），田山・新野

（1931），伊原・石井（1932a，b）がある．その後調

査地域西部については，久野・小池（1949），沢村

（1955），SAITO（1962，1963），東北大学地質学古生

物学教室の卒業研究およびそれをまとめた，菅原

（1965MS），北村ほか（1968，1969），箭内（1978MS）

の研究があり，層序，構造および地質年代について

の詳細な議論がなされている．また調査地域東部に

ついては，更新世以降の火山噴出物に重点をおいた

KUNO（1950，1951，1954），久野（1952，1970），荒

牧・葉室（1977），葉室（1978）の研究があるが，そ

の基盤にあたる新第三系の層序学的研究はほとんど

なされておらず西部との関係は不明であった．本研

究はこの両地域を含めた地域の詳細な層序を確立し，

化石層序学および古地磁気学の方法を用いて地質年

代の決定，堆積環境の推定，および地質構造の解明

を行ない，中新世以降の伊豆半島の地史を考察する

ための基礎資料とすることを目的とした．野外調査

および試料採取に要した日数は125日間である．な

お本研究は1979年から1981年にかけて静岡大学理

学部地球科学科卒業研究として行なったものである．
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石を同定して頂いた．山形大学地球科学教室の岡田
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定して頂いた．筑波大学地球科学系の荒井章司講師

には岩石薄片鑑定の指導をして頂き，有益な助言を
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学地震研究所の荒牧重雄教授には火山学的視点より

有益な助言を頂いた．東北大学地質学古生物学教室

の北村　信教授，中川久夫助教授には未公表資料閲
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賢の際の便宜をはかって頂いた．静岡大学地球科学

教室の岡田博有教授，国立科学博物館の斎藤靖二博

士，千葉とき子博士には原稿を校閲して頂いた．明

治コンサルタントの太田英将氏，建設技術研究所の

中尾誠司氏には野外および室内の作業の協力をして

頂いた．また修善寺および三津ユースホステルの高

梨和夫，鈴木正明，島田とく，床井佐登江の各氏に

は野外調査の際便宜をはかって］頁いた．

以上の万々に深い感謝の意を表する．

2．調　査　方　法

（1）層序区分の基準と方法

調査地域を構成する地層は，ほとんどが火山噴出

物からなるため岩相の側方変化が著しく，所によっ

て2次的変質を受けている．また層理をもつこと

が少なく，もったとしても不明瞭である．ただし，

幸いなことにこれらの火山岩類は噴出単位ごとに斑

晶鉱物の種類・大きさ・形・量，石基の比率・色・

粒度・割れ万などにそれぞれ違った肉眼的特徴を

もつ．本研究では，これらの特徴を同一火山噴出物

認定のための1つの規準として用いた．その方法と

しては，詳細な地質調査を行ない，岩相・層序関係

の観察を行なった上で，岩石試料を主要な露頭1ヶ

所につき1～7個，地域全体で合計約1500個採取し

た．これらの試料を現地および持ち帰った後，互い

に諸特徴を比較して分類した上で，∵走向・傾斜およ

び層位関係の資料と共に検討し，同一噴出単位を追

跡することによって層序を組み立てた，

（2）古地磁気測定用試料採取法および測定法

古地磁気測定用試料は，加殿層，大野礫岩および

冷川峠安山岩を除く各層の熔岩，凝灰岩，凝灰質シ

ルト岩およびシルト岩の露出する75地点から採取

した．採取には，エンジンドリルを用いて直径35mm

のコア試料を1地点につき3本採取する方法と，方

位づけを行なった岩塊を1地点につき1個hand

specimenとして採取する方法の2通りを併用した．

コア試料については高さ32m皿に切りそろえ，hand

speCimenについては底面25×25mm，高さ32mJnの直

方体に整形し，測定用試料とした．残留磁気ベクト

ルの測定には高感度無定位磁力計（新妻・小山，1981）

およびリングコア型フラックスゲート回転磁力計を

用い，コア試料については1地点につき3～6個，

handspecimenについては1地点につき1～3個を

測定した．測定の際の交番磁場消磁には3軸方向に

ついて同時に消磁を行なう3軸交番磁場消磁装置
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Fig．1．Index map showing the studied area．

（新妻・小山，1981）を使用した．本報告では各地

層の残留磁気極性，および残留磁気の方向を用いた

断層運動の解析の結果を述べ，それらの詳細な議論

については別に報告を行なう（KoYAMA，1981，

1982）．

（3）化石試料採取および処理

化石試料は，下白岩層，向凝灰岩，横山シルト岩，

および下尾野川安山岩類の4層の合計6地点から採

取し，浮遊性および底生有孔虫化石，石灰質ナンノ

プランクトン化石，貝化石を検討した．このうち有

孔虫化石については試料をナフサ法（米谷・井上、

1973）を用いて分解し，200meshのふるいを用いて

洗浄後，底生および浮遊性の各200個体を拾い出し

同定に用いた．

3．地　質　概　説

調査地域に分布する地層は，中新世以降に噴出し

た火山岩類を主体とし，不整合を境界として下位よ

り湯ヶ島層群，冷川層群，城層群，熱海層群の4層

群に区分できる（Fig．2．3）．

湯ヶ島層群は，軽石凝灰岩を主体とする下部（加

殿層）と，軽石凝灰岩と塩基性火山岩類の互層から

なる上部（下白岩層）によって構成される．冷川層

群は，軽石凝灰岩を主体とする下部（向凝灰岩）と，

塩基性火山砕屑岩を主体とする上部（梅木層）によっ

て構成される．城層群は，海成のシルト岩からなる

下部（横山シルト岩）と，安山岩類（下尾野川安山
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岩類）およびその側方に堆積した凝灰質礫岩（大野

礫岩）からなる上部によって構成される．熱海層群

は，安山岩熔岩と同質火山砕屑岩の互層からなる下

部および中部（宇佐美火山噴出物，天子火山噴出物，

天城火山本体噴出物，冷川峠安山岩）と，石英安山

岩熔岩および玄武岩熔岩・スコリアからなる上部（大

室山火山岩類）によって構成される．このうち湯ヶ

島層群および冷川層群下部は，海成の石灰質および

凝灰質砂岩・凝灰質シルト岩を挟在する．また城層

群は，海成堆積物によって構成される下部のほか，

上部に海成の凝灰岩および凝灰質礫岩を含む．

火山活動の性質と堆積環境に注目してまとめると，

調査地域に分布する地層は，下位より，海成の酸性

および塩基性火山砕屑岩（湯ヶ島層群および冷川層

群下部），陸成の塩基性火山砕屑岩（冷川層群上

部），海成のシルト岩（城層群下部），海成の安山岩

で八じこ）－OUnOu上1LtS
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質火山砕層岩および凝灰質礫岩（城層群上部），陸成

の安山岩類（熱海層群下部および中部），陸成の塩基

性および酸性火山岩類（熱海層群上部）の順に重な

る．すなわち火山活動の性質には，酸性および塩基

性から安山岩質になり，再び酸性および塩基性にな

るサイクルがある．堆積環境には，海成から陸成に

なる2回のサイクルがみられる．これらの地層のう

ち，城層群下部の横山シルト岩は，海成のシルト岩

のみからなりほとんど火山物質を含まず，調査地域

を含む伊豆半島のほとんどすべての地層が各種火山

岩類からなることを考えれば，特異な地層と言える．

また熱海層群の宇佐美火山噴出物は，更新世火山体

を構成して火山地形を残し，1～5kmにわたって追

跡できる22枚の安山岩熔岩を含む．

調査地域北西部においては，最下位の湯ヶ島層群

とそれをおおう冷川層群が，東方ないし南東方に200

～700傾斜する単斜構造をなし，大見川および大兄西

川流域に分布する．単斜構造の傾斜は南東に向って

緩くなり，中央部から東部の冷川，下尾野川，菅引

用，徳永川の各流域では，冷川層群がほぼ水平に分

布する．また中央部の城川および下尾野川流域では，

冷川層群の上位を城層群がほぼ水平におおう．また

調査地域全域においてこれら全体を熱海層群がほぼ

水平におおい，主要な山体を構成する．調査地域の

顕著な断層としては，南北性の走向を有し東落ちの

縦ずれ成分を含む左横ずれ断層で，熱海層群に変位

を与える調査地域東部の巣雲山一奥野断層と，北

東一南西の走向を有し城層群以下の地層に北落ちの

変位を与える調査地域中央部の下尾野川一上梅木断

層がある．下尾野川一上梅木断層は，調査地域北西

部の単斜構造と共に，城層群以下の地層の分布を支

配している．

4．地　質　各　論

A．湯ヶ島層群（YugashimaGroup）

田山（1931）命名．小山・新妻（1980）再定義．

本層群は，軽石凝灰岩を主体として凝灰質砂岩を

挟在する下部（加殿層），および軽石凝灰岩と粗粒凝

灰岩の互層を主体として石灰質砂岩，凝灰質砂岩，

玄武岩熔岩，および熔結凝灰岩を挟在する上部（下

白岩層）からなる．本層群は，調査地域北西部に分

布し，東方ないし南東方に200～700傾斜する単斜構

造をなす．本層群は海成堆積物を挟在し，石灰質砂

岩より大型および小型有孔虫，石灰質ナンノプラン

クトン，貝類，サンゴ，ウニ等の化石を産する．全
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伊豆半島北東部中伊豆町～伊東市地域の層序

層厚は900m十である．

A－1加殿層（Kadono Formation）

命名：菅原（1965MS）命名．北村ほか（1968）紹
介．

模式地：静岡県田方郡修善寺町加殿付近の大見川

沿岸．

層厚：100m＋．

分布および岩相：本層は，調査地城北西端の大兄

JH沿岸に分布し，東方ないし南東方に300～600傾斜

する．

本層は，軽石凝灰岩を主体とし，海成の凝灰質砂

岩を挟在する．軽石凝灰岩は，3cm以下の軽石を含

み無層理・塊状であるが，上方に細粒化し層理の発

達する凝灰質砂岩に漸移する．軽石凝灰岩は，茶白

ないし黄白色で，2～3mの長石および有色鉱物結

晶と，1mm程度の少量の石英結晶を含む．凝灰質砂

岩は，中粒ないし細粒で灰色を呈し，生痕化石を産

する．

層序関係：調査地域に分布する最下位の地層であ
る．

地質時代および堆積環境：本層は，上位の下白岩

層と整合であり，下白岩層下部の時代から中新世中

期の堆積物と考えられる．また生痕化石の存在から，
本層は海成の堆積物と考えられる．

A－2　下白岩層（ShimoshiraiwaFormation）

命名：TsUYA（1937）命名，菅原（1965MS）再

定義，北村ほか（1968）紹介．

菅原（1965MS），北村ほか（1968，1969），箭内

（1978MS），小山・新妻（1980）は，大見川および

大兄西川流域に分布する軽石凝灰岩を主体として基

性安山岩ないし玄武岩質凝灰角礫岩を挟在する地層

を本層に含めている．しかし，この地層は本層の上

位の向凝灰岩と同様な岩相・岩質をもち，向凝灰岩

に含められるものである．よって本研究では，菅原

（1965MS）の定義による下白岩層の下半部のみを

下白岩層として再定義する．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町下白岩から元村に
かけての大兄川北岸の山中．

層厚：800m．

分布および岩相：本層は，調査地域北西部に分布
し，模式地付近の大見川沿岸，およびその北方の年

川と大兄西川の間の丘陵に露出する．本層は，東方

および南東方に200～700の傾斜をもち，下位の加殿

層をとりまくようにしておおう．

本層は，軽石凝灰岩と塩基性火山岩類の互層から

なる．軽石凝灰岩中には海成の石灰質砂岩および凝

67

灰質砂岩が挟在する．

塩基性火山岩類は，本層最下部，中部，最上部の

3層準に存在する．最下部のものは玄武岩熔岩であ

り中部のものは玄武岩熔岩を挟在する粗粒凝灰岩で
ある．また最上部のものは粗粒凝灰岩のみからなる．

これらに挟まれた層準，すなわち本層下部と上部に

は軽石凝灰岩が存在し，それぞれが石灰質砂岩およ

び凝灰質砂岩を挟在する．本層が整合におおう加殿

層が軽石凝灰岩を主体とすることを考慮すれば，加

殿層から本層最上部までの間に，軽石凝灰岩（酸性）

の上位に塩基性の凝灰岩または熔岩が重なるサイクル

が3回みられる．本層下部および上部の2層準の石

灰質砂岩のうち，下部のものをsc－1，上部のもの

をsc－2と呼ぶことにする．また本層最下部および

中部の2層準の玄武岩熔岩のうち，最下部のものを

Sb－1，中部のものをsb－2　と呼ぶことにする．石灰

質砂岩および玄武岩熔岩は特徴的な岩相であり，鍵

層として追跡できるため，それぞれを地質図上に分

けて示した．

模式地においては，西から東に向かって本層最下

部から最上部までが順次露出する．本層基底部には

厚さ1～2mの熔結凝灰岩があり，その上位を

sb－1の厚さ4～5mの2枚の玄武岩熔岩がおお

う．さらにその上位に軽石凝灰岩と凝灰質砂岩の互

層（厚さ120m），石灰質砂岩sc－1（50m），厚さ

3mの玄武岩熔岩sb－2を挟在する粗粒凝灰岩

（100m），軽石凝灰岩（200m），厚さ10mの石灰質

砂岩sc－2および軽石凝灰岩を挟在する凝灰質砂

岩（50m），粗粒凝灰岩（50m）が順次重なる．各岩

相の特徴を以下に述べる．

熔結凝灰岩は，黒色ガラス質の岩石であり，石英

結晶が鏡下で認められる．

Sb－1およびsb－2の玄武岩熔岩は，黒色で、3

～5mの斜長石斑晶を含み，玉ねぎ状構造が発達す
る．

Sb－2より下位の本層下部の軽石凝灰岩は，茶白

ないし黄白色で1m皿程度の長石・有色鉱物結晶と少

量の石英結晶を含む．またsb－2より上位の本層上

部の軽石凝灰岩は，黄色および灰色の軽石によって

特徴づけられ，少量の長石・有色鉱物結晶を含むが，

石英結晶がみられない．軽石の大きさは，どちらの

軽石凝灰岩についても2cm以下である．

石灰質砂岩は，茶白ないし黄白色で，粗粒～中粒

の粒径をもつ．sc－1には円磨された火山岩の紙礫

が含まれる．sc－1，SC－2共に大型および小型有孔

虫，石灰質ナンノプランクトンの化石を産し，SC－
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1は，このほか貝類，サンゴ，ウニ等の化石を産す

る．sc－2より産する化石のリストをTable2に示

す．

本層中部および最上部の粗粒凝灰岩は，無層理・

塊状で特に目立つ鉱物結晶および火山岩片を含まな

い．本層中郡のものは黄褐色ないし灰色を呈し，最

上部のものは灰色を呈する．

本層に含まれる凝灰質砂岩は，茶白ないし黄白色

で中粒～粗粒の粒径をもち，淘汰が良い．

Table2．Faunal and Florallists of foraminiferal

and calcareous nanno fossils from the calcar－

eous sandstone sc－20f the upper part of the

Shimoshiraiwa Formation．

hShimoshiraiwa Formation（site Sl）－

Benthic Foraminifera

Amp：ltStegtna mdklta（FICHTEL and MoLL）

Bolizlina cf．robusta BRADY

β0万貢7′M SZfか甘露ぐ〟／αJ〟PARR

Cassidulina cf．sublimbata AsANO and NAKAMURA

Cassidulina nipf）OnenStS EADE

CassidLtllyia PactfkaCLJSHMAN

Cassz■dulina subglobosa BRAr）Y

Clbic．；deslobatlilltS（WALKER andJACOB）

Clblc；dc目顔痩▼enS MoNTFORT

かピタ血7歳〟Sp．

即妙添州目元串仰（LINNE）

打．川こ．川・〟／〟〃／／中り高JÅト．＼＼＝

〃ピねJ′（虚♪〟毎最わ断7日D’0ⅠくBIGNY）

Stil（）Sfomella ketienziensis（IsHIZAKl）

Planktonic Foraminifera

CJoあなど7′わ7〝か沼（ノJdeJ D’01くBIGNY

CJo占なぞr玩α　7‡ゆピ77班eJToI）Ⅰ）

Gわなerわ涼αg存〟柁〟由（EGGEIく）

Gb毎eJ′流血損ね∂〟S RELJSS

Globoqliadrina altispi7u（CLJSH・MANN andJARNS）

Gl（）boqliadrina dehiscens（CHAPMANN，PARIくand

CoLLINS）

α崩〝血涼プ厨脚舶用壷Bol．LI

Gわれ′〃お吉α　花川α恵存（Ⅰ）’ORBIGNY）

0γかィ／乃α乙乃ねend D’ORBIGNY

S∠）ぬ肌祓元物症＝川南油壷（ScHⅥAGER）

．ヾ／）／仙リ高／／■川イり♪vJ川／－′／l・／J八‘l〃，→再1．日1日

Calcareous Nannoplankton

Coccolithus pelagiczLS（WALLICH）SHILLER

Ciclococcolithusleptopora（RoTH and HAY）BUKRY

β長coぉねγSp．

Reticulqfbnestm pseudoumbilicaGARTNER

模式地付近と同様な層序は，模式地北方の年川と

大兄西川の間の丘陵地，および模式地南西方の田代

付近に追跡できる．ただし田代付近ではsb－2の直

上を本層の上位の向凝灰岩が不整合におおい，Sb－

2から上位の層準が欠如している．sb－2の玄武岩

熔岩は，同質の凝灰角礫岩に側方移化し，田代付近

および年川東岸の山中に分布する．石灰質砂岩

sc－1およびsc－2は北方に向かって厚さを増し，

sc－1は年川東岸で厚さ100m，SC－2は元村北方

で50mに達する．

層序関係：調査地域内では，本層と加殿層の間に

は構造の斜交および岩相・岩質の相違が認められず，

両層は整合関係にある．また両層の境界は菅原

（1965MS），北村ほか（1968，1969），箭内（1978MS）

に従い本層最下部の熔結凝灰岩の基底とする．

古地磁気測定結果：本層最下部の熔結凝灰岩（1

地点），および玄武岩熔岩sb－1の2枚（2地点）か

ら古地磁気測定用試料を採取した（Fig．4）．試料の

NRM（NaturalRemanentMagnetization：自然残

留磁気）強度は1．3×10‾1～1．1×100A／mであり，

15mTの交番磁場消磁後の残留磁気強度は5．7×

10‾2～1．3×10‾lA／mで，極性はすべて正帯磁であ

る．

地質時代および堆積環境：本層下部の石灰質砂岩

sc－1より産する浮遊性有孔虫化石は，すでにSAI－

TO（1962，1963），菅原（1965MS），北村ほか

（1968，1969），箭内（1978MS）によって検討さ

れ，その地質年代はBLOW（1969）のN．14帯（中

期中新世の後期）と報告されている．本研究におい

て元村北方（Fig．4，地点Sl）に露出する本層上部

の石灰質砂岩sc－2中の有孔虫および石灰質ナン

ノプランクトン化石を検討した結果（Table2），浮

遊性有孔虫化石については，N．14～N．17帯（中期

中新世後期～後期中新世）のCわ物eγ乃α乃¢g〝娩gs
ToDD，GloboYt）talhlle曙uaenSiiBoLLI等を産する．

また石灰質ナンノプランクトンについては前期鮮新

世以前のReticulqfbnestytlPseudoumbilica GARTN－

ERを産する．

また底生有孔虫については肋乃Zα緋α由れ軸0乃fcα

AsANO等を産し，水深200m以浅の岩礁の多い外

洋性の堆積環境が考えられる．

B．冷Jll層群（HiekawaGroup）

命名：新称

本層群は，軽石凝灰岩を主体とする下部（向凝灰

岩），および塩基性火山砕屑岩を主体とし，酸性岩を
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〔言
foraminifers

Calcareous nannoplanktons

rn01luscs

Fig・4・Mapshowlngthesamplillglocalitiesforpaleomagneticstudiesand
thelocalitiesoffossils・LocalitiesfoT paleomagnetic studies：UsamiVol－

CanO－effusives，TenshiVoIcanoueffusives，Amagi－main－bodyVoIcano－effu－

SivesandOomuroyamaVoIcanics（●），ShimoonogawaAndesites（○），

YokoyamaSiltstone（＋），UmegiFormation（×），MukaiTuff（△），Shimo－

Shiraiwa Formation（▲）．Localities offossils：Shimoshiraiwa F。rrnati。n

（Sl），MukaiTuff（Ml～3），YokoyamaSiltstone（Yl），ShimoonogawaAn－

desites（Sol），SOF：Sukumoyama－Okuno Fault．

含まない上部（梅木屑）からなる．本層群は，冷

川流域ではほぼ水平であるが，調査地域北西部

においては東方ないし南東方に600に達する傾

斜をもつ単斜構造をなす．本層群は，海成の堆

積物を含み，向凝灰岩の凝灰質シルト岩中より有孔

虫および貝類等の化石を産する．全層厚は950mで

ある．本層群に属する地層は，これまで伊豆半島南

部に分布する白浜層群に対比されてき．たものであり，

菅原（1965MS），北村ほか（1968，1969），箭内

（1978MS），小山・新妻（1980）は，本層群に属す

る地層を一括して梅木凝灰岩あるいは梅木層と呼ん

でいる．

B－1向凝灰岩（MukniTuff）

命名：新称

本層は，菅原（1965MS），北村ほか（1968，

1969），箭内（1978MS），小山・新妻（1980）によっ

て梅木屑あるいは梅木凝灰岩と呼ばれている地層の

うち，酸性岩の卓越する下半部を新たに1つの地層

として区分・命名したものである．なお，菅原

（1965MS），北村ほか（1968，1969），箭内

（1978MS），小山・新妻（1980）は，本層のうち調

査地域北西部に分布する軽石凝灰岩を主体とする地

69
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層を下白岩層に含めている．また，久野（1970）は，

調査地域東部に分布する本層のうち，軽石凝灰岩を

主体とする下部を白浜層群，ガラス質安山岩質凝灰

角礫岩を主体とする上部を京入道安山岩類と呼び，

中部の基性安山岩ないし玄武岩質凝灰角礫岩を持越

玄武岩類に含めている．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町向付近を中心とし

た冷川，下尾野川，および徳永川流域．

層厚：700m．

分布および岩相：本層は，模式地付近を中心とし

た調査地域東部では冷川，下尾野川，徳永川の各流

域，奥野および宇佐美西方に分布し，調査地域南部

では菅引川流域および姫之湯付近，調査地域北西部

では大兄西川流域およびその南西万の大兄Hl南岸

から餅田にかけて分布し，横山東方にも小規模に分

布する．

本層は，調査地域北西部では東方ないし南東方に

20U～700の傾斜をもち，下位の下白岩層をとりまく

ようにしておおっている．調査地域東部から南部の

地域における本層は，ほぼ水平で，局所的に30口の傾

斜をもつ．

本層は，軽石凝灰岩を主体とし，中部に塞性安山

岩ないし玄武岩質凝灰角礫岩を挟在する．本層の軽

石凝灰岩は，白色ないし黄白色を呈し，塊状で，1

～2mmの有色鉱物結晶を多く含む10cm以下の軽石

からなる．軽石凝灰岩には，ガラス質安山岩質凝灰

角礫岩が挟在する．上部の軽石凝灰岩には，さらに

海成の凝灰質シルト岩，凝灰質砂岩を挟在し，石英

安山岩熔岩も挟在する．これらの挟在物は，調査地

域東部から南部に多く，北西部には少ない．基性安

山岩ないし玄武岩質凝灰角礫岩には，同質の熔岩を

挟在し，調査地域東部から南部ではさらに凝灰質シ

ルト岩も挟在する．本層の凝灰質シルト岩および凝

灰質砂岩は，淡褐色ないし茶白色で，細粒凝灰岩・

軽石凝灰岩の薄層を挟み，層理が発達する．このう

ち本層上部のものより，有孔虫，貝類等の化石を産

する（Table3）．本層の軽石凝灰岩，および上部の

石英安山岩熔岩は，特徴的な岩相であり，まとまっ

た分布をもつため，それぞれを地質図上に分けて示
した．

調査地域北西部では，本層基底部から上部までが

露出するが，東部から南部では基底部のみ露出がみ

られず，下限が不明である．また本層の厚さは，調

査地域東部から南部と調査地域北西部では異なり，

東部から南部では170m＋であるのに対し，北西部

では700mに達する．

模式地付近においては，ほぼ水平な地質構造を反

映し，地形上の低所から高所に向かって上位の地層

が順次露出する．向から下尾野にかけての冷川，下尾

野川，および徳永川沿いには，厚さ20m十の本層下

部の軽石凝灰岩が，ガラス質安山岩質凝灰角礫岩を

挟在して露出し，模式地付近における本層の露出の

最下部をなす．ガラス質安山岩質凝灰角礫岩は無層

理・塊状で，ガラス質安山岩は，暗灰色ないし明灰

Table3．Faunallists of foraminiferaland m。ト

luscan fossils from the tuffaceous siitstone

Of the upper part of the MukaiTuff．

VMukai Tuff－

（site Ml）

Benthic Foraminifera

A机♪址0秒柁〟Sp．

β喝g7犯αわ細川ge捏SかMAKll▼AMA

β0仇ノブ77αSp．

励畑朝日姐的川棚CHIJl

（1．・J高J／／／ノ仙▼、ヾ〃毎ん／｝り．ヾ／Bl（．＼＝Y

CibかhieslobatulllS（WALKElt andJACOB）

q′机裾（函re地sp．

明輝前川＝旬加再LINNE）

GkIbmtella ope7tlularis（D’ORBIGNY）

Glab7tltellasubopenularis（AsANO）

〃〃〃こ√川1高日中／）りノJ…JAト．・＼＼‖

朗αSS沼邦αSp．

〃清浦捏gJ／α諭でZ混血（BoRNEMANN）

秋壷明扉昭祓那Sp．

Hectboliuina raphana（PARKER andJoNES）

1IeZiSSella」如亘鉦－aCusHMAN and McCuLLOCH

斤OSd玩αのイSfrα偵（PARR）

Hosalina b7tlC恒（CLTSHMAN）

Pianktonic Foraminifera

Gわあなeγ玩α占〟的オ（ねsI）’ORBIGNY

G浦なeγ玩0浸eSSp．

Globorotaliacf・menardii（D’ORBIGNY）

Goわγ0ねJdSp．

（site M2）

Mollusca

AcgJα繭Ⅵrgcαね（HINDS）

Gか叩籾grねroわィ捏血？（DuNKER）

P如γ？sp．

（site M3）

MoHusca

Ybldia similis KURODA and HABE

P．り・J／′／…／／り／／’、．イ／ん／－tゝMl川I

Macoma calcarea（GMELIN）
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色のガラス質石基に，7mまでの斜長石斑晶と2m皿

程度の少量の輝石斑晶を含む．

この軽石凝灰岩の上位に，厚さ50mの本層中部

の基性安山岩ないし玄武岩質凝灰角礫岩が，厚さ2

～5mの同質熔岩および凝灰質シルト岩を挟在し

て露出する．凝灰角礫岩は無層理・塊状であり，熔

岩は局所的に分布し追跡できない．基性安山岩ない

し玄武岩には，暗灰色・細粒の石基に1m程度の斜

長石および少量のカンラン石斑晶を含むものと，灰

色・粗粒の石基に1cm以下の斜長石斑晶および5mm

程度の輝石斑晶を含むものの2種がある．

この基性安山岩ないし玄武岩質凝灰角礫岩の上位

を，下尾野川および徳永川をはさんで東部ではガラス

質安山岩質凝灰角礫岩がおおい，また西部では石英

安山岩熔岩がおおい，本層上部を構成する．両者とも

にその厚さは100mであり，凝灰質シルト岩および

軽石凝灰岩を挟在する．また東部のガラス質安山岩

質凝灰角礫岩中には，西部の石英安山岩熔岩と同質

の礫が含まれる．ガラス質安山岩質凝灰角礫岩は，

無層理・塊状で，ガラス質安山岩は，明灰色・ガラ

ス質の石基に5mm程度の輝石および斜長石斑晶を含

み，輝石斑晶が2m程度で少量である本層下部のも

のとは岩質が異なる．石英安山岩熔岩は塊状であり，

桃色を呈する細粒閃緑岩の外来岩片を含む．石英安

山岩は，灰白色・ガラス質の石基に5mm～1cmの斜

長石斑晶と5m程度の少量の石英斑晶，および3mm

程度の輝石斑晶を含む．

模式地付近と同様な層序は，調査地域南部の菅引

川流域および姫之湯付近にも追跡できる．

調査地域北西部の大見川および大兄西川流域に分

布する本層は，単斜構造をなすために同一層準の追

跡が容易であり，東方および南東方に向かって順次

上位が露出する．大兄西川流域では，下位より軽石

凝灰岩（厚さ120～180m），基性安山岩ないし玄武岩

質凝灰角礫岩（100～350m），軽石凝灰岩（120／、180

m）が順次露出する．軽石凝灰岩にはガラス質安

山岩質凝灰角礫岩が挟在し，上部の軽石凝灰岩中

の最上部には海成の凝灰質砂岩が挟在する．基

性安山岩ないし玄武岩質凝灰角礫岩には，同質の熔

岩および粗粒凝灰岩が挟在する．この熔岩は，元村

北方にのみ1枚挟在し，厚さは5mである．また粗

粒凝灰岩は元村付近にのみ挟在し，火山岩および軽

石の紙礫からなり，暗褐色を呈し淘汰が良い．上部

および下部に酸性岩が卓越し，中部に塩基性岩を挟

在するこの地域の層序は模式地付近と同様であり，

含まれるガラス質安山岩・基性安山岩ないし玄武岩
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は，ともに模式地付近のものと同質である．ただし，

この地域の上部の軽石凝灰岩は，模式地付近のもの

には含まれない1～2mmの少量の石英結晶を含む．

大兄西川流域と同様な層序は，その南西万の大兄

川南岸から餅田付近に追跡できる．この地域では，

上部の軽石凝灰岩は300mと厚くなる．餅田付近に

おける下部の軽石凝灰岩は，ガラス質安山岩質凝灰

角礫岩のほか凝灰質砂岩を挟在し，層理が発達する．

横山東方には軽石凝灰岩が小規模に露出し，本層

上部のガラス質安山岩と同質の礫を含むことから，

本層上部に対比される．

層序関係：本層は，下位の下白岩層を不整合にお

おう．不整合直下の下白岩層の層準は南方ほど下位

である．すなわち，本層下部の軽石凝灰岩が，大兄

西川流域から元村にかけての地域では下白岩層の最

上部から上部の層準をおおい，その南西方の餅田付

近では下目岩層中部のsb－2の玄武岩質凝灰角礫

岩の上位を直接おおうことから，両層は斜交不整合

の関係にある．

古地磁気測定結果：本層中部の基性安山岩ないし

玄武岩熔岩（1地点），本層上部の石英安山岩熔岩（2

地点），粗粒凝灰岩（1地点），細粒凝灰岩（1地点）

から古地磁気測定用試料を採取した（Fig．4）．試料

のNRM強度は9．3×10－2～2．6×100A／mであり，

15mTの交番磁場消磁後の残留磁気強度は8．7×

10‾2～2．2×100A／mで，極性はすべて逆帯磁であ

る．

地質時代および堆積環境：大見川沿岸に分布する

本層最上部の凝灰質砂岩から箭内（1978MS）は，

BLOW（1969）のN．18～N．20帯（中新世後期～鮮

新世前期）の微化石を報告している．本研究におい

て，向西方の冷川北岸（Fig．4，地点Ml）に露出す

る本層上部の凝灰質シルト岩中の有孔虫および貝化

石を検討した結果（Table3），底生有孔虫のCibki－

deslobatulus（WALKER andJACOD），EH）hidium

cr毎）〝椚（LINN豆）から，水深100m以浅の岩礁の多

い内湾性の堆積環境が考えられる．また下尾野川流

域（Fig．4，地点M2，M3）に分布する本層上部の凝

灰質シルト岩中の貝化石AcわdmγCαね（HINDS），

Macoma calca柁a（GMELIN）からも外洋性の堆積環

境が考えられる．

B－2　梅木層（UmegiFormation）

命名：菅原（1965MS）により梅木凝灰岩として命

名．小山・新妻（1980）再定義．

本層は，菅原（1965MS），北村ほか（1968，

1969），箭内（1978MS），小山・新妻（1980）によっ
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て梅木凝灰岩あるいは梅木層と呼ばれている地層の

うち，塩基性岩の卓越する上部を新たに1つの地層

として区分・命名したものである．なお，久野（1970）

は，奥野北西万に分布する本層のうち，基性安山岩

ないし玄武岩質凝灰角礫岩を主体として同質熔岩を

挟在する下部を奥野玄武岩類と呼び，持越付近およ

び相峠北西方に分布する基性安山岩ないし玄武岩質

の火山角礫岩および熔岩を主体とする本層下部を持

越玄武岩類と呼んでいる．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町梅木．

層厚：250m．

分布および岩相：本層は，調査地域中西部の模式

地付近，および調査地域東部の冷川峠を中心とする

相峠北西方の下尾野川沿いから山田付近にかけての

地域に分布し，姫之湯北西万，宇佐美西方，城北方，

伊東市街西方にも小規模に分布する．模式地付近お

よびその東方の本層の分布は，下尾野川一上梅木断

層の北西側に限られている．本層はほぼ水平であり，

局所的に200の傾斜をもつ．

本層は，基性安山岩ないし玄武岩質の凝灰角礫岩

を主体とし，上部には同質の2枚の熔岩を挟在する．

中部は凝灰角礫岩のみからなる．下部には6枚の同

質熔岩と火山角礫岩，火山円礫岩，および粗粒凝灰

岩を挟在する．これら火山砕層岩の本質岩片および熔

岩の基性安山岩ないし玄武岩は，本層の上部，中部，

下部で岩質が異なる．上部のものは，多くの輝石斑晶

によって特徴づけられ，斜長石斑晶を含み，黒色を

呈する．中部のものは，黒色・緻密な無斑晶質の岩

石であり，下部のものはカンラン石斑晶を含んでい

る．このように岩質の明瞭な差異があるので，本層

上部，中部，下部をそれぞれUM－I，UM一II，

UM－ⅠⅠⅠと呼ぶことにし，地質図上に分けて示した．

模式地においては本層下部が露出し，凝灰角礫岩

を主体として粗粒凝灰岩を挟在する．厚さは80m

で不明瞭な層理をもつ．凝灰角礫岩の本質岩片は，

黒色で1～3mmの多くの斜長石斑晶と少量のカン

ラン石斑晶によって特徴づけられる．

模式地東方の持越付近には，厚さ80mの本層下

部の塊状の火山角礫岩が露出している．火山角礫岩

の本質岩片は，黒色・粗粒な石基と，3mm程度の輝

石およびカンラン石斑晶，ならびに1cmに達する斜

長石斑晶によって特徴づけられる．同様な岩相は模

式地北西方の大兄川南岸の山中にも分布する．

本層が下部から上部まで露出するのは，調査地域東

部の冷川峠付近からその南西万の分水嶺の地域である．

この地域ではほぼ水平な地質構造を反映し，地形上
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の低所から高所に向かって下位から上位の地層が順

次露出する．最下位には，模式地と同様な岩相・岩質

をもつ厚さ50～80mの凝灰角礫岩が分水嶺をとりまく

ようにして分布し，火山円礫岩と3枚の熔岩を挟在

する．熔岩は，凝灰角礫岩の基底部，上部，最上部

に存在し，その厚さはそれぞれ10m，4m，2～3

mである．これらのうち基底部および上部の2枚の

熔岩は，黒色で，3mm程度の斜長石および輝石斑晶

を含み，カンラン石斑晶は含まない．また最上部の

熔岩は，黒色で，1～3m皿の多くの斜長石斑晶と少

量のカンラン石：鞋晶を含み，凝灰角礫岩の本質岩片

と同じ岩質をもつ．冷川峠付近を南北に走る巣雲

山一奥野断層の東側には，この3枚の熔岩のうち最

上部の熔岩のみが分布する．

この上位を本層中部の凝灰角礫岩がおおい，分水

嶺の尾根付近を構成する．厚さは50～100mあり．

冷川峠東方では細粒凝灰岩の薄層をはさんで層理を

もつ．冷川峠北方では，それらをおおい本層上部の

凝灰角礫岩と熔岩が分布するが，露出不良であり，

転石のみが確認される．

冷川峠南西方1kmの分水嶺付近では，本層下部の

凝灰角礫岩最上部をおおい，厚さ5mの熔岩および

その上位に重なる同質の本質岩片をもつ厚さ25mの

凝灰角礫岩が分布する．この熔岩および凝灰角礫岩

の本質岩片は，灰色・粗粒の石基と2mm程度の多く

の斜長石およびカンラン石斑晶によって特徴づけら

れ，下位の熔岩とは斜長石およびカンラン石斑晶の

量から区別できる．

相峠北西方では，持越付近の火山角礫岩の本質岩

片と同質の2枚の熔岩が分布する．熔岩の厚さは，

共に10mであり，同質の本質岩片をもつ凝灰

角礫岩および粗粒凝灰岩を挟在する．この本層下部

をおおい，本層上部の凝灰角礫岩が分布する．この

凝灰角礫岩には，厚さ2～5mの2枚の熔岩が挟在

し，その岩質は凝灰角礫岩の本質岩片と同じである．

層序関係：本層は，冷Jtl峠付近の分水嶺と梅木北

西方において下位の向凝灰岩をおおうが，おおう本

層の層準はつねに下部の凝灰角礫岩である．しかも

おおわれる向凝灰岩の層準は，つねに上部の軽石凝

灰岩，石英安山岩熔岩およびガラス質安山岩質凝灰

角礫岩を主体とする地層であり，構造上の差異もみ

られないことから，両層は整合関係にあると考えら

れる．

古地磁気測定結果：本層中の8枚の基性安山岩な

いし玄武岩熔岩のうち，相峠北西方および伊東市街

西方に分布する本層下部の2枚の熔岩（3一地点），冷
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川峠南方に分布する本層下部の凝灰角礫岩中の最上

部の熔岩（1地点），城北方，冷川峠東方および相峠

西方に分布する本層上部の2枚の熔岩（3地点）か

ら古地磁気測定用試料を採取した（Fig．4）．それら

のNRM強度は6．1×10．2～2．0×100A／mであり，

15mTの交番磁場消磁後の残留磁気強度は2．1×
10‾1～1．0×100A／mで，極性は冷川峠南方の本層下

部の熔岩，および本層上部の下位の熔岩が逆帯磁で

あり，他は正帯磁である．

地質時代および堆積環境：下位の向凝灰岩と整合

であることから，本層は鮮新世の堆積物と考えられ

る．また海成の堆積物が含まれないことから，本層

は陸成の火山噴出物と推定される．

C．城層群（JoGroup）

命名：田山（1931）命名，菅原（1965MS）再定

義，北村ほか（1968）紹介．

本層群は，シルト岩を主体とする下部（横山シル

ト岩）と，安山岩質火山砕屑岩および同質の熔岩（下

尾野川安山岩類）ならびに凝灰質礫岩（大野礫岩）

からなる上部によって構成される．本層群は，調査

地域中央部から西部に分布し，その厚さは，調査地

域北西部の下位層のなす単斜構造と下尾野川一上梅

木断層の間で厚い．本層群には海成の堆積物が含ま

れ，横山シルト岩は，有孔虫，石灰質ナンノプラン

クトンおよび貝類等の化石を産し，下尾野川安山岩

類の凝灰岩は貝類等の化石を産する．全層厚は200

mである．

C－1横山シルト岩（YokoyamaSiltstone）

命名：菅原（1965MS），北村ほか（1968）紹介．

菅原（1965MS），北村ほか（1968，1969），箭内

（1978MS）は，城北方に分布する礫岩・砂岩・シル

ト岩の互層を本層に含めている．しかし，その礫岩

は，本層の上位の下尾野川安山岩類の各層準から由

来した安山岩礫を多く含み，上位の大野礫岩のもの

と同様であることから，この礫岩を含む地層は大野

礫岩に含められるものである．よって本研究では菅

原（1965MS）の定義による横山シルト岩のうち，海

成・塊状のシルト岩の卓越する下半部を新たに横山

シルト岩として再定義する．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町域から横山にかけ

ての地域．

層厚：50m．

分布および岩相：本層は，模式地付近とその南方

および梅木付近にほぼ水平に分布する．その分布域

は，調査地域北西部の向凝灰岩以下の地層のなす単

73

斜構造と下尾野川一上梅木断層の間に限られている．

本層は，青灰色・塊状の海成のシルト岩を主体と

し，細粒～中粒の砂岩と少量の細粒凝灰岩を挟在す

る．砂岩は，厚さ10cm～1mで級化層理を示し，少

量の火山岩円礫を含む．凝灰岩は，厚さ20cm以下で

桃色ないし白色を呈する．本層下部のシルト岩およ

び砂岩は，浮遊性および底生有孔虫，石灰質ナンノ

プランクトン，貝類等の化石を産する（Table4）．

湯ヶ島層群，冷川層群，および本層を除く城層群

は，火山岩類を主体として海成の凝灰質堆積物を挟

在する．また，熱海層群は，熔岩と火山砕屑岩の互

層を主体とし，海成の堆積物を含まない．これに対

し本層は，火山物質をほとんど含まぬ通常の海成砕

屑岩のみから構成され，他の地層とは異なった層相

を有する．伊豆半島全体を考えた場合にも，本層の

ような層相をもつ地層はこれまで報告がなく，本層

は伊豆半島においては特異な地層と言える．

Table4．Faunal and Floral1ists of foraminiferal，

Calcareous nanno and molluscan fossils from

the siltstone of the Yokoyama Siltstone．

－Yokoyama Siltstone（siteYl）－

Benthic Foraminifera

Siphotextulauiasaulcyana（D’ORBIGNY）

St）iroplectammina sqgittula（DEFRANCE）

Quinqueloculina L）uなarねD70RBIGNY

Ammonta ketienziensts（IsHIZAKI）

．l／J川い〃／「ん／∴J／∴／．〃、∴ィ′Je．・／／．／／．／lKl＼＼＼＼川

Amnwnhltaklnabensis（IsHIZAKI）

．lノ′／／・／／1・・リ．りト／＼＝ィ．．リ∴、、り／小／川／．〃十八．＼＼．＼＼tI

Angul聯rinaangulosa（WILLIAMSON）
」J作り／り扁（り／／／川か／／（、rJ／／／／JJ川LTCIll0

Bdgglna tOtOmiensis MAKIYAMA

Boliuim7Vbushl BRADY

Boliuiniklquadrihlte7u（ScHⅥnGER）

Cbssidulina carinahl SILVESTRI

（羞ssZd〟Jg乃αd頭柁SSαAsANO

Chsidulina nipponenstsEADE

Cassdulina norcrossiCUsHMAN

Cbssidulina subglobosaBRADY

Cbs5gd如才乃0才くわS々〟紺α乃0才MATOBA

GZSSidulinoidbsParkerianus（BRADY）

Cibicidbslobatulus（WALKER andJACOB）

Cibicides励如ns MoNTFORT

戯肋払玩目頭桝㈲加KUwANO

E砂丘gdZ〟用Cわ坤〟∽（LINN亘）

j巧ss〝γダ乃αSpp．

G那吼桁叩かぬsp．
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Gklbαiella（γCularis（D’ORBIGNY）

C由占用由比spp．

Gyroidina broeckhiana（KARRER）

Cγ0通わ70浸es乃拗0抑止ゎS（IsHIZAKI）

ム転乃Zd紺αα乃抄0乃わ（Z AsANO

Hoeglundina el邸nS（D’ORBIGNY）

エビかね㍑／わ7αCαJcαr（LINN亘）

00かαSpp．

月7おJ万邦α　んのZZα乙〃α存AsANO

IYanodiscorbts ci7Tularts（SIDEBOTTOM）

凸闘流動靴此＝柑粕撒流KuwANO

fなど〝doγ0由JZαg昔才椚αγdgg（。’ORBIGNY）

ろノアgOSp．

Rectoboliuina7tlPhana（PARKER andJoNES）

Stilostomelhllepdula（ScHWAGER）

UL庭erina c7tlSSicostataScHWAGER

UL，kerina nitidulaScHWAGER

Planktonic Foraminifera

Glob～如rlna bulloides D’ORBIGNY

Cん）∂などJ′玩αカ血判雅鵜滋BLOW

GIL，bなerl’na p771edなitLlta PARKER

Globなertna quinqueloba NATLAND

Cわなどγ〃αγ〟鮎γ（D’ORBIGNY）

Gわあなど7′わ7α比†00∂りENKINS

Glob由e7，ini由glutinakl（EGGER）

Cわなどγ玩0寝eS CO犯gわα〟S（BRADtr）

Globigerinc）ides ruber（D’ORBIGNY）

Globoqziadri7ulと郷ri（RUMBLER）

Globoquadrina himiensisMAIYA，SAITO and SATO

Gl（）boquadrtna kL柳enSis MAnn，SAlTO and SATO

Globorohllia cnLSSqfbrmts（GALLOW and WISSLER）

Globorotalia hi7Sufa（D’ORBIGNY）

Globorotaliaiy沼ata（r）’ORBIGNY）

Globorotalia mena7dii（D’ORBIGNY）

GlobL）rOtalia scitlila（BRADY）

Globorotalia truncatulinoides（D’ORBIGNY）

Globurokllia tumida（BRADY）

Ihlleniatina obliquiloculata（PARKER andJoNES）

Calcareous Nannoplankton

Coccolithus pelagicus（WALI，ICH）SHILLER

C7℃nalithus doronicoides BLACK and BARNES

Crg乃〟存摘〟5♪γ0血Cね／〟S BUKRY

Cbclococcolithusleptopora（RoTH and HAY）BUKRY

かねco損か〃α木¢0乃正αTAK瓜nMA

HelicosphaeJtl Ca71eri（WALLICH）KAMPTNER

Fもeudoemilianialacunosa（KAMPTNER）GARTNER

Umbilico車haenlSibogtlejbliosa（WEBER VAN BossE）

GAARDER

Mollusca

Ginebis aYgt）nteOnitens（LISCHKE）

層序関係：本層は，持越付近および梅木付近にお

いて梅木屑下部のUM－ⅠⅠⅠをおおい，横山東方にお

いては向凝灰岩上部の軽石凝灰岩をおおうことから，

下位層とは不整合関係にある．

古地磁気測定結果：模式地南方の山中にほぼ連続

して露出する厚さ30mのシルト岩および細粒砂岩

から，2～10mおきに5地点において古地磁気測定

用試料を採取した（Fig．4）．それらのNRM強度は

8．2×10‾2～1．3×10‾lA／mであり，15mTの交番磁

場消磁後の残留磁気強度は1．5～10‾2～3．5×10‾2

A／mで，極性はすべて正帯磁である．

地質時代および堆積環境：模式地付近（Fig．4，地

点Yl）に分布する本層下部のシルト岩および細粒

砂岩に含まれる有孔虫，石灰質ナンノプランクトン

および貝化石を検討した結果（Table4），浮遊性有

孔虫のGloboYt）talia tnmcatulinoides（D’ORBIGNY），

Globoquadrina kqaensis MAIYA，SAITO and SA－

TO，Globoquadrina himiensis MAIYA，SAITO and

SATOから，オルドバイ亜期からハラミヨ亜期まで

の地質年代が考えられる．さらに，浮遊性有孔虫

AdleniatinaobliquilocuhltaPARKERandJoNESの

右巻き個体を産することと，古地磁気測定結果に基づ

き本層下部の地質年代は，松山道磁極期内のオルド

バイ亜期とハラミヨ亜期の間の正磁極イベントの時

期と考えられる．

また底生有孔虫Boliuina71）bustaBRADY，Bolivi－

nitaquadrihlteYa（ScHWAGER）等から，水深200～500

mの外洋性の堆積環境が考えられる．また貝化石C玩－

ebts a7genteOnitens（LISCHKE）を産することからも

外洋性の堆積環境が推定される．

C－2　下尾野川安山岩類（Shimoonogawa An・

desites）

命名：新称

本安山岩類は，久野（1970），箭内（1978MS），小

山・新妻（1980）によって宇佐美火山噴出物と呼ば

れている火山岩類のうち，凝灰角礫岩を主体として

海成堆積物を挟在し大野礫岩と側方移化の関係にある

最下部を，新たに1つの地層として区分・命名したもの

である．また，調査地域西部の梅木西方から餅田南方

に分布し，菅原（1965MS），北村ほか（1968，

1969），箭内（1978MIs），小目I・新妻（1980）によっ

て梅木層に含められている凝灰角礫岩・火山角礫岩

を主体とする地層は，向凝灰岩および梅木層を不整

合におおい，横山シルト岩を整合におおうことから，

本安山岩類に含められるものである．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町下尾野の北北東2



伊豆半島北東部中伊豆町～伊東市地域の層序

km付近の下尾野川沿いおよびその西方山中．

層厚：150m．

分布および岩相：本安山岩類は，調査地域中央部

の下尾野川，城川，大兄西川の各流域，および調査

地域西部の梅木西方から餅田南方に分布する．本安

山岩類の厚さは，調査地域北西部の向凝灰岩以下の

地層のなす単斜構造と下尾野川一上梅木断層の間の

地域では，100～150mである．これに対し，下尾野

川一上梅木断層の南東側における本安山岩類の厚さ

は30mであり，その分布域は向北方に限られてい

る．本安山岩類はほぼ水平で，局地的に200の傾斜を

もつ．

本安山岩類は，安山岩質の凝灰角礫岩を主体とし

て，同質の6枚の安山岩熔岩および凝灰岩を挟在す

る．本安山岩類下部には，さらに火山円礫岩，凝灰

質礫岩，および海成の凝灰岩を挟在し，これらの挟

在物は，本安山岩類の側方堆積物である大野礫岩の

分布域近くに多い．安山岩熔岩は6枚挟在し，その

厚さは1～5mである．

本安山岩類はほぼ水平であり，どの地域において

も地形上の低所から高所に向かって順次上位の火山

岩類が露出する．

模式地付近においては，厚さト～5mの4枚の熔

岩および同質の無層理・塊状の凝灰角礫岩が40m

露出する．これらの安山岩熔岩は，灰色・粗粒の石

基と，3～5mmの多くの斜長石および輝石斑晶に

よって特徴づけられ，輝石斑晶は下部の熔岩に

最も多く，中部の2枚の熔岩には少ない．また上部

の熔岩の石基はややガラス質であり，この3種はそ

の岩質によって区別できる．この3種の岩質を，下

位よりそれぞれSO－ⅠⅠⅠ，SO－ⅠⅠ，SO－Ⅰと呼ぶこ

とにする．

城川流域には，模式地付近と同様な岩質の重なり

が見出され，厚さは100mである．最下位にはS0－

mの本質岩片をもつ凝灰角礫岩が，細粒および粗粒

凝灰岩，凝灰質礫岩を挟在して露出し，不明瞭な層

理をもつ．この上位を厚さ5mのSO一ⅠⅠの熔岩

がおおう．このさらに上位を無層理・塊状の粗粒凝

灰岩がおおい，最上位にSO－Ⅰの本質岩片をもつ

凝灰角礫岩が重なる．

大兄西川流域においては，粗粒および細粒凝灰岩

と火山円礫岩の互層が露出しており，厚さは50m

である．この凝灰岩および礫岩には，SO－ⅠⅠⅠと同質

の厚さ4～5mの2枚の熔岩，凝灰角礫岩，凝灰質

礫岩が挟在し，不明瞭な層理をもつ．凝灰角礫岩は，

火山円礫岩，さらには凝灰質礫岩に側方移化している．
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梅木西方には，黒色・ガラス質の石基によって特

徴づけられ，2～3mmの斜長石および輝石斑晶を含

む安山岩を本質岩塊として含む塊状の凝灰角礫岩が

露出し，粗粒凝灰岩を挟在する．この本質岩塊の岩

質は，模式地のものとは異なり区別できるので

SO－ⅠⅤと名付ける．粗粒凝灰岩は，褐色・塊状で火

山岩亜円礫を含み，貝類等の化石を産する．餅田南

方においては，梅木西方と同質の火山角礫岩が露出

し，厚さ3～4mの同質の熔岩，および塊状の粗粒

凝灰岩を挟在する．梅木西方および餅田南方におけ

る本安山岩類の厚さは20～50mである．

層序関係：横山東方では，本安山岩類と下位の横

山シルト岩の境界において，横山シルト岩最上部の

細粒砂岩が，中粒ないし粗粒の凝灰岩と互層し，上

位ほど凝灰岩の比率が増して本安山岩類の凝灰角礫

岩（SO－ⅠⅠⅠ）に漸移する．この連続的な岩相変化と

構造上の差異のないことから，両層の関係は整合と

考えられる．本安山岩類の下限は，横山シルト岩の

細粒砂岩層がなくなり，火山砕屑岩が卓越する層準

と定める．

古地磁気測定結果：本安山岩類の6枚の安山岩熔

岩のうちSO－ⅠⅤの1枚（1地点），SO－ⅠⅠⅠの2枚（5

地点），SO－ⅠⅠの1枚（1地点），SO－Ⅰの1枚（1

地点）から古地磁気測定用試料を採取した（Fig．

4）．それらのNRM強度は6．5×10．1～2．2×100A／

mであり，15mTの交番磁場消磁後の残留磁気強度

は8．5×10‾2～1．6×100A／mで，極性はSO－ⅠⅠⅠの

下位の熔岩が逆帯磁のほかは，すべて正帯磁である．

地質時代および堆積環境：下尾野川流域に分布す

るSO－ⅠⅠの上位の熔岩，およびSO－ⅠⅠⅠの上位の熔

岩は，KANEOKAetal．（1970）によって0．73～0．87

m．y．B．P．のK－Ar年代が報告されている（試料番

号UV12およびUV14）．この結果と，本安山岩類お

よび上位層の古地磁気測定結果から，本安山岩類は

松山道磁極期内のハラミヨ亜期の火山岩類と考えら

れる．

梅木南西方（Fig．4，地点Sol）に露出する粗粒凝

灰岩中に含まれる員化石を検討した結果，Cり少－

topecten uesiculosus（DUNKER）から外洋性の堆積

環境が考えられる．

C－3　大野礫岩（00mOConglomerate）

命名：菅原（1965MS）命名．北村ほか（1968）紹
介．

本層模式地の大野は，調査地域北西方1kmに位置

するが，模式地付近の礫質，岩相ともに調査地域内

のものと相違はなく，分布も連続することから，大
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野礫岩の名称を用いた．

模式地：静岡県田方郡修善寺町大野．

層厚：100m．

分布および岩相：本層は，城付近を中心としてそ

の北方および東方，および下白岩北東方の年川と大

兄西川の間の丘陵に分布する．本層の分布域は，下

尾野川一上梅木断層の北西側に限られる．本層は，

ほぼ水平である．ただし，城付近に分布する本層は，

前置堆積構造をもち，北東方ないし東方に50～200

傾斜する．

本層は，凝灰質礫岩を主体とし，砂岩・シルト岩・

中粒ないし粗粒凝灰岩を挟在する．城付近とその南

方における本層には，砂岩・シルト岩の挟みが多く，

前置堆積構造と斜交層理が認められる．またこの地

域の凝灰質礫岩は淘汰が良く，礫の大きさは中礫な

いし大礫である．下白岩北東方における本層は，凝

灰質礫岩のみからなり，礫の大きさは大礫ないし巨

礫である．また淘汰不良であり，層理も不明瞭であ

る．

層序関係：本層の凝灰質礫岩の礫は，下尾野川安

山岩類以下の地層を構成する火山岩の礫からなり，

下尾野川安山岩類の各層準に由来するものが特に多

い．しかも本層と下尾野川安山岩類は，共にほぼ水

平であり，同高度に隣接して分布すること，横山付

近において横山シルト岩をおおい宇佐美火山噴出物

によっておおわれる層準を共に占めること，本層の

分布域付近において下尾野川安山岩類の凝灰角礫岩

がしばしば本層のものと同じ岩相の凝灰質礫岩に側

方移化していることから，本層は下尾野川安山岩類

の側方堆積物と考えられる．また横山シルト岩の分

布域においては本層はつねに横山シルト岩の上位を

おおうこと，下尾野川安山岩類が横山シルト岩を整

合におおうことから，本層は横山シルト岩を整合に

おおうと考えられる．本層と横山シルト岩の境界は，

横山シルト岩の塊状のシルト岩が前置堆積構造をも

つ砂礫泥互層に移化する層準と定める．

地質年代および堆積環境：下尾野Hl安山岩類と側

方移化の関係にあることから，本層は，下尾野川安

山岩類と同じ松山逆磁極期内のハラミヨ亜期の堆積

物と考えられる．また前置堆積構造をもつ城付近

の本層は，海成のデルタ堆積物と考えられる．

D．熱海層群（AtamiGroup）

命名：田山（1931）命名．小山・新妻（1980）再
定義．

本層群は，安山岩熔岩および同質火山砕屑岩の互

真　　人

層からなる下部および中部（宇佐美火山噴出物，天

子火山噴出物，天城火山本体噴出物，冷川峠安山岩）

と，石英安山岩熔岩，玄武岩熔岩，スコリアからな

る上部（大室山火山岩類）によって構成される．本

層群は，主要な山体および分水嶺を構成して調査地

域全域にほぼ水平に分布し，海成の堆積物を含まず，

陸上噴出の火山岩類と考えられる．全層厚は750m

である．

D－1宇佐美火山噴出物（UsamiVoIcano－effu－

Sives）

命名：望月（1956）．

本噴出物は，久野（1970），箭内（1978MS），小山・

新妻（1980）によって宇佐美火山噴出物と呼ばれて

いる火山岩類のうち，凝灰角礫岩を主体として海成

堆積物を挟在し，大野礫岩と側方移化の関係にある

最下部（下尾野川安山岩類）を除いた残りを新たに

再定義したものである．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町沢口南西方の下尾

野川上流から千切JHにかけての地域，および静岡県

伊東市市街から中伊豆町沢口にかけての地域．

層厚：550m．

分布および岩相：本噴出物は，下白岩，城，向，

冷川峠，伊東市街，宇佐美に囲まれた丘陵地にほぼ

水平に分布し，火山地形を残す．

本噴出物は安山岩質の火山岩類からなり，上部は

安山岩熔岩を主体とし，下部は安山岩熔岩と同質火

山角礫岩・凝灰角礫岩・凝灰岩の互層からなる．上

部には局所的に凝灰角礫岩，凝灰岩が少量挟在

する．上部の厚さは300m，下部は250mである．

安山岩熔岩は，上部に8枚，下部に14枚の計22枚

を含み，その厚さは，1mから厚いもので50m

に達する．個々の熔岩は1kmから5kmにわたって追

跡できる．本噴出物の火山角礫岩および凝灰角礫岩

は，無層理・塊状であり，凝灰岩は細粒ないし粗粒

の粒径をもち，不明瞭な層理をもつ．本噴出物は，
海成堆積物を含まず化石を産しない．

本噴出物の熔岩，および火山砕屑岩中の本質岩片

は，卜部と下部で岩質が異なる．本噴出物上部の安

山岩熔岩は1～5mの斜長石斑晶と1mm程度の輝石

斑晶を含むが，この輝石斑晶は，1mm程度の少量の

斜長石斑晶と共に2～5mmの特徴的な集斑晶を形成

する．このような集斑晶は，本噴出物上部のみに含

まれ，下部には含まれない．

本噴出物の上部と下部は分布域を異にするため，

模式地を2つ定めた．このうち，沢口南西方の下尾

野川上流から千切川にかけての地域には本噴出物下
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部が，また伊東市街から沢口にかけての地域には本

噴出物上部が，それぞれ模式的に分布する．本噴出

物はほぼ水平であり，どの地域においても地形上の

低所から高所に向かって順次上位の火山岩類が露出

する．

本噴出物下部の模式地である沢口南西方の下尾野

川上流から千切川にかけての地域では，12枚の安山

岩熔岩，および同質の火山角礫岩・凝灰角礫岩・凝

灰岩が露出する．火山角礫岩等の火山砕屑岩中に含

まれる本質岩片は，挟在する熔岩と同質であり，熔

岩と同一噴出単位であるか，継続した同質の噴出活

動によりもたらされたものと考えられる．熔岩，お

よび火山砕屑岩の本質岩片の岩質に着目すると，こ

の地域に分布する本噴出物は6つの層準に区分でき

る．この6層準を下位よりUS－V，US－IV，US－

III，US－ⅠⅠ，US－0，US－S5と呼ぶことにする．

US－VからUS－IIIの層準は，熔岩と火山角礫

岩・凝灰角礫岩・凝灰岩の互層からなり，厚さは70

mである．US－Vには厚さ2～3mの2枚の熔岩

が挟在し，その安山岩は，2～3mの多くの斜長石

斑晶によって特徴づけられ，灰色を呈し，2mm程度

の少量の輝石斑晶を含む．US一ⅠⅤには厚さ3～7

mの4枚の熔岩が挟在し，その安山岩は，5m～1

cm，まれに2cmに達する斜長石斑晶と2～4m皿の輝

石斑晶および少量のカンラン石斑晶によって特徴づ

けられ，灰色を呈する．斜長石・輝石・カンラン石

の各斑晶の量は熔岩によって異なり，同一熔岩でも

その量比は変化する．US－ⅠⅠⅠには厚さ2mの熔岩

1枚が挟在し，その安山岩は，2～3mmの斜長石斑

晶を多く含む点でUS一Vの安山岩と類似するが，

気孔が多く，石基も細粒であり，輝石斑晶がみられ

ない．

US－ⅠⅠは，千切川付近では厚さ5mの1枚の熔

岩とそれを挟在する厚さ20mの凝灰角礫岩からな

り，東方に向かって薄化・尖滅し，沢口南西万には

分布がみられない．US－ⅠⅠの安山岩は，暗灰色・細

粒の石基と2mm程度の少量の斜長石斑晶によって特

徴づけられる．

US－0は，厚さ2～5mの3枚の熔岩と凝灰角

礫岩の互層からなり，厚さは70mである．US－0

の安山岩は，1cmに達する斜長石斑晶と，2～3mm

の輝石斑晶および少量のカンラン石斑晶を含み，灰

色を呈し，US－ⅠⅤの安山岩と類似する．

US－S5は，本噴出物上部の特徴を備える一枚の

安山岩熔岩であり，青灰色・ガラス質の石基によっ

て特徴づけられ，2～7mm程度の斜長石斑晶および
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輝石集斑晶を含む．

模式地付近と同様な本噴出物下部の層序は，城川

流域北部および大兄西川流域東部まで追跡できる．

すなわち，城川流域北部では，下位よりUS－ⅠⅤ，

US－III，US－II，USrI，USLOが順次露出す

る．US－ⅠⅤは厚さ5～6mの2枚の熔岩を含み，下

位層を直接おおってUS－Vを欠いている．US－III

は，厚さ2～3mの2枚の熔岩を含む．US－ⅠⅠは，

厚さ20～30mの1枚の熔岩のみからなる．US→Ⅰ

は，厚さ20～30mの1枚の熔岩とその上位の厚さ30

mの同質の凝灰角礫岩からなり，この地域にのみ分布

し，US、IIとUS－0の間に挟在する．US－Ⅰの安

山岩は，暗灰色・細粒の石基に3～5mmの斜長石斑

晶が点在することによって特徴づけられる．

大兄西川流域東部では，下位よりUS－Ⅴ，USL

IV，US－IIが順次露出する．US－Ⅴは厚さ4～10m

の1枚の熔岩を含む．US－ⅠⅤは厚さ2～5mの2

枚の熔岩を含む．US一ⅠⅠは，厚さ50mの1枚の熔

岩からなり，US－lVを直接おおい，USLIIIを欠いて

いる．

US－ⅠⅠの熔岩の側方変化についてまとめると，

US－ⅠⅠは，大兄西川流域では厚さ50mの熔岩から

なるが東方に薄化し，城川流域北部で20～30m，千

切川付近では5mとなり，千切川付近では同質の凝

灰角礫岩をともなう．さらに東方でUS－ⅠⅠは尖滅

し，沢口南西方ではUS－0が直接US－IIIをおお

っ．

本噴出物上部の模式地である伊東市街から沢口に

かけての地域では，連続的に重なる5枚の安山岩熔

岩が露出する．それらを岩質によって4つに分け，

上位よりUS－Sl，US－S2，US－S3，US－S4と呼

ぶことにする．このうちUS－Slは2枚の熔岩を含

む．US－S4の安山岩は，黒色ガラス質の石基によっ

て特徴づけられ，US－S3の安山岩は，灰色・緻密な

石基によって特徴づけられる．tJS－S2の安山岩は，

3m程度の少量のカンラン石斑晶によって特徴づけ

られ，明灰色の石基をもつ．US－Slの安山岩は，明

灰色でやや発泡した石基によって特徴づけられる．

各熔岩の厚さは5～50mである．同様な層序は，宇

佐美西方，沢口西方，相峠付近にも追跡できる．宇

佐美西方では，下位よりUSrS5，US－S2，US－Sl
が順次露出し，USLS3およびUS－S4を欠く．沢口

西方では，US－S2の上位にUSqSlと同じ岩質の

4枚の熔岩が露出する．US－S2の下位の層準は，巣

雲山一奥野断層によって切られ，露出していない．

相峠付近では，US－S4の上位をUS－S3がおおう．
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以上述べた本噴出物の各層準を上位よりUS－S，

USLO，US－IとUS．II，USRIIIからUS－Ⅴの

4つにまとめ，それぞれを地質図上に示した．

調査地域東部を南北に走る巣雲山一奥野断層の西

側には，本噴出物下部のUS一ⅤからUS－0，およ

びその上位に重なる本噴出物上部のUS－S5が分

布するのに対し，断層の東側では，本噴出物上部の

USLSlからUS－S5が直接下位層をおおって分布

し，下部のUS－0からUS－Vを欠いている．本噴

出物の熔岩のうち，US－IIおよびUS¶ⅠⅤの2層準

の熔岩は，巣雲山一奥野断層の西側において東西5

kmにわたって追跡できる．

本噴出物下部のUS州IIおよびUS－IVの熔岩は，

城川水源付近の海抜450～500mを最高点として，

西方および南方に向って分布高度を下げる（Fig．

5）．このことからこれらの熔岩の噴出の中心は宇佐

美西方付近にあったものと推定され，久野（1952）

Fig．5．Map showlng the altitudes of the bases

of andesitelavas of the Usami VoIcano－effu－

Sives．（a）：US－Ⅱ（●）and US－S2（×），（b）：US

－Ⅳ（○）and US－S4（十）．

真　　人

による宇佐美火山噴出物の推定火口の位置と一致す

る．これに対し，本噴出物上部のUShS2および

US－S4の熔岩は，ともに北方および東方に向けて

分布高度を下げ，USLIIおよびUSLIVの熔岩とは

異なる噴出の中心が推定される．このUS－S2およ

びUS¶S4の熔岩の高度分布，およびUSLS全体

の岩相・岩質の類似から，本噴出物上部US－Sは，

下部US－0からUSLVとは噴出の中心の異なる

別系統の一連の火山噴出物であると考えられる．

層序関係：本噴出物は下尾野川安山岩類の異なる

層準SO－ⅠからSO－ⅠⅠⅠ，および大野礫岩，梅木

層，向凝灰岩をおおうこと，下尾野川安山岩類およ

び大野礫岩は下尾野川一上梅木断層による変位を受

け，分布の仕方が断層をはさんで異なるのに対し，

本噴出物は下尾野川一上梅木断層による変位を受け

ていないこと，および大野礫岩中には本噴出物起源

と考えられる安山岩の礫が含まれないことから，本

噴出物は，下尾野川安山岩類および大野礫岩を不整

合におおうと考えられる．

古地磁気測定結果：本噴出物中の22枚の安山岩

熔岩のうち，US－Vの3枚（5地点），US－lVの4

枚（9地点），US－IIIの2枚（2地点），US－II（8

地点），USLI（1地点），US－0の1枚（1地

点），USqS5（1地点），US－S3（2地点），US－S2

（4地点），US－Sl（5地点）から古地磁気測定用

試料を採取した（Fig．4）．それらのNRM強度は

2．5×10‾1～6．5×100A／mであり，15mTの交番磁

場消磁後の残留磁気強度は6．2×10‾2～3．8×100A／

mで，極性はUS－Sのすべての熔岩およびUSMV

の下位の2枚の熔岩が正帯磁であるほかは，すべて

逆帯磁である．

地質時代および堆積環境：沢口南西方の下尾野川

沿いに分布する本噴出物の熔岩のうち，US」Ⅴの上

位より3枚めの熔岩とUS一Vの最下位の熔岩は，

KANEOKAetal．（1970）により0．45～0．72m．y．B．

P．のK－Ar年代が報告されている（試料番号UVO8

およびUVlO）．この結果と，本噴出物および上位層

の古地磁気測定結果から，正帯磁のUS－Sはブ

リュンメ正磁極期，逆帯磁のUS－0からUS－Vの

上部までは松山道磁極期，正帯磁のUS一Vの下部

はハラミヨ亜期の噴出物であると考えられる．

本噴出物は，下部においては熔岩と火山砕屑岩が

規則正しく成層すること，海成堆積物を含まないこ

と，火山地形を残すことから，陸成の火山噴出物と

考えられる．

D－2　天子火山噴出物（Tenshi VoIcano－effu－
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Sives）

命名：望月（1956）．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町天子山付近．

層厚：150m．

分布および岩相：本噴出物は，梅木南西方から南

方にかけてほぼ水平に分布し，天子山の山体を構成

し火山地形を残す．

本噴出物は，安山岩熔岩と火山角礫岩・凝灰角礫

岩の互層からなり，厚さ5～20mの熔岩を4枚以上

挟在する．安山岩は，明灰色の石基に，1cmに達す

る斜長石斑晶および1～5mの輝石斑晶を含む．斜

長石の巨晶を有する点で，この安山岩は，宇佐美火

山噴出物のUS一IVおよびUS－0，持越付近の梅木

層のUM一ⅠⅠⅠの岩石と類似するが，カンラン石斑晶

を含まず，1mm以下の斜長石斑晶が多く認められ，

石基が細粒であることが特徴である．

層序関係：本噴出物は，下尾野川安山岩類，梅木

層，向凝灰岩を斜交不整合にほぼ水平におおう．

古地磁気測定結果：本噴出物中の4枚の安山岩熔

岩の古地磁気測定用試料を7地点から採取した

（Fig．4）．それらのNRM強度は5．9×10‾‾1～1．9×

100A／mであり，15mTの交番磁場消磁後の残留磁

気強度は9．8×10‾2へノ1．0×100A／′mで，極性はすべ

て正帯磁である．

地質時代および堆積環境：本噴出物は，下尾野川

安山岩類を不整合におおうことと古地磁気測定結果

より，ブリュンヌ正磁極期の噴出物と考えられる．

また火山地形を残すことから，本噴出物は陸成の火

山噴出物と考えられる．

DR3　天城火山本体噴出物（Amagi－main－body

VoIcano－effusives）

命名：箭内（1978MS）命名，小山・新妻（1980）

紹介．

模式地：静岡県田方郡中伊豆町天城山．

層厚：100m＿

分布および岩相：本噴出物は，冷川南方および姫

之湯東方にほぼ水平に分布し，調査地域南方に両頂

をもつ天城山の山体を構成し，火山地形を残す．

本噴出物は，安山岩熔岩を主体とし，少量の火山

角礫岩ないし凝灰角礫岩を挟在する．熔岩の厚さは

50mに達し，板状節理が発達する．安山岩は，明灰

色の石基に，2～5mの斜長石斑晶と1mm程度の輝

石斑晶を含む．輝石斑晶は，1mm程度の少量の斜長

石斑晶と共に2～5mmの集斑晶を形成し，本噴出物

の安山岩を特徴づけている．

層序関係：本噴出物は，天子火山噴出物，梅木層，
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向凝灰岩を斜交不整合にほぼ水平におおう．

古地磁気測定結果：梅木南東方の採石場に露出す

る熔岩から本噴出物の古地磁気測定用試料を採取し

た（Fig．4）．そのNRM強度は1．2×100A／mであ

り，15mTの交番磁場消磁後の残留磁気強度は

1．5×10‾lA／mで，極性は正帯磁である．

地質時代および堆積環境：天子火山噴出物をおお

うことと古地磁気測定結果から，本噴出物はブリュ

ンヌ正磁極期の噴出物と考えられる．また火山地形

を残すこと，板状節理が発達することから，本噴出

物は陸成の火山噴出物と考えられる．

D－4　冷川峠安山岩（HiekawatogeAndesite）

命名：久野（1970）

模式地：静岡県田方郡中伊豆町冷川峠南西方の尾

根付近．

層厚：50m．

分布および岩相：本安山岩の分布は模式地付近に

限られ，分水嶺の最上部を構成する．

本安山岩は，1枚の安山岩熔岩からなり，最下部

に厚さ2～3mの破砕部を伴い，柱状節理が発達す

る．また熔岩は，中礫大の緑色無斑品質岩のゼノリス

を多く取り込んでいる．安山岩は，灰色ないし灰白

色のガラス質の石基に，2～3mの斜長石斑晶，1

m程度の輝石斑晶，および1m程度の少量の石英外

来結晶を含む．

層序関係：本安山岩は，侮木層中部のUM－ⅠⅠの

上位を不整合におおう．

地質時代および堆積環境：岩相および岩質の類似

から，本安山岩は天城火山本体噴出物と同時期かそ

れ以降の噴出物と考えられる．また柱状節理の発達

から，本安山岩は陸上噴出の熔岩流と考えられる．

D－5　大室山火山岩類（00murOyama VoIcan－

ics）

命名：小山・新妻（1980）．

本火山岩類は，調査地域に分布する地層の最上部

を構成し酸性および塩基性火山岩質の単成火山体

をなす更新世後期～完新世の火山噴出物をまとめた

ものであり，荒牧・葉室（1977）の東伊豆単成火山

群を含む．相峠付近に分布する本火山岩類の石英安

山岩熔岩を，久野（1970）は相峠石英安山岩と呼ん

でいる．

模式地：静岡県伊東市大室山．

層厚：50m．

分布および岩相：本火山岩類は，石英安山岩熔岩，

玄武岩熔岩，スコリアからなり，局所的に小規模に

分布し火山地形を残す．



80 小　　山

石英安山岩熔岩は，冷川峠北北東の尾根付近に分

布し，厚さは50mである．岩石は無斑品質の火山ガ

ラスからなり，発泡して灰白色を呈し，流理が認め

られる．

スコリアは，冷伸峠北東方の尾根付近およびその

北方の相峠西方に分布し，本火山岩類の石英安山岩

熔岩をおおい，厚さは50mに達する．スコリアは，

1cm以下で褐色ないし異色を呈し，淘汰がよく，噴

出当時の地形に沿った層理をもつ．

玄武岩熔岩は，菅引用東方の山腹に分布し，厚さ

10mで柱状節理が発達する．玄武岩は，黒色・細粒

の石基に3～7mのカンラン石斑晶を含む．

層序関係：本火山岩類は，天城火山本体噴出物，

宇佐美火山噴出物，梅木層，向凝灰岩を斜交不整合

におおい，調査地域に分布する地層の最上部を構成

する．

古地磁気測定結果：本火山岩頬の石英安山岩熔岩

の古地磁気測定用試料を，冷川峠北方で採取した

（Fig．4）．そのNRM強度は1．1×100A／mであり，

15mTの交番磁場消磁後の残留磁気強度は5．5×

10‾lA／mで，極性は正帯磁である．

地質時代および堆積環境：本火山岩類のスコリア

と玄武岩熔岩は，荒牧・葉室（1977）および葉室（1978）

の東伊豆単成火山群のうちそれぞれ鉢ヶ窪火口群の

スコリア，丸野山の玄武岩熔岩にあたり，その地質

年代は，約3万年～3千年前と報告されている．石

英安山岩熔岩は，宇佐美火山噴出物上部のUS－S

の上位をおおい本火山岩類のスコリアによってお

おわれることと古地磁気測定結果から，更新世後

期の火山噴出物と考えられる．また火山地形を残す

こと，柱状節理の発達，噴出時の地形に沿った層理

から，本火山岩類は陸成の火山噴出物と考えられる．

5．対　　　比

調査地域と共に伊豆半島の層序を代表する伊豆半

島南東部地域，および伊豆半島に隣接した地域で層

序および時代論がすでに詳細に論じられている房総

半島地域・掛川地域との対比を行なう（Table5）．

このうち伊豆半島南東部との対比は層序，火成活動

の性質および浮遊性徴化石の資料に基づいて対比を

行なっている小山・新妻（1980）に従った．房総半

島および掛川地域との対比は，房総半島地域につい

ては新妻（1976）およびODA（1977），掛川地域につ
いては石田ほか（1980）およびYosHIDA and NII，

TSUMA（1976）を資料として用いた．

真　　人

調査地域においては，宇佐美火山噴出物上部の

USrSと下部のUS－0との間にブリュンメ正磁極

期一松山道磁極期境界にあたる層準が存在するが，

それは房総半島地域においては国本層中部，掛川地域

においては袋井層と大須賀層の境界にあたる．宇佐美

火山噴出物下部のUS－Ⅴの内部にはハラミヨ亜期の

最末期にあたる層準が存在するが，それは房総半島地

域においては梅ヶ瀬層下部，掛川地域においては土

方層と大須賀層の境界付近にあたる．横山シルト岩

は松山逆磁極期内のオルドバイ亜期とハラミヨ亜期

の間の正磁極のイベントの時期に対比されるが同層

準は，房総半島地域においては黄和田層内部，掛川

地域においては土方層内部にあたる．向凝灰岩の地質

年代は，箭内（1978MS）の浮遊性徴化石の資料より

BLOW（1969）のN．18～N．20帯と考えられ，房総半島

地域における清澄層から安野層下部にあたる．また

本研究の古地磁気測定結果から，向凝灰岩から梅木

層にかけての層準には，房総半島地域における清澄

層から安野層にかけての層準と同様逆帯磁のものが

多い．よって向凝灰岩およびその上位に整合に重な

る梅木層は，房総半島地域における清澄層および安野

層に対比される．下白岩層からはG加などγわ7α乃¢純一

班esおよびCわあβ和地J衰Jg乃g〝α紺壷を産するが，房

総半島地域においてGわ物gγ乃α乃¢紺地gsの出現層

準は天津層中下部，Cわあ0m由比お粥g〟αg乃壷の絶滅

層準は同層中上部に存在する．よって下白岩層は天

津層中下部～中上部に対比される．

6．地　質　構　造

調査地域北西部の下白岩付近を中心とした大兄西

川および大見川の流域においては，最下位の加殿層，

下白岩層，および向凝灰岩の3層が東方ないし南東

方に200～700傾斜する単斜構造をなす．この単斜構

造は本地域西方の狩野川付近に南北性の軸をもつ横

瀬背斜（菅原，1965MS）の東翼にあたる．この単斜

構造の傾斜は南東万に向かって緩くなり，調査地

域中西部の梅木および持越付近では向凝灰岩の

上位をおおい，梶木層がほぼ水平に分布する．この

さらに南東の調査地域中央部には北東一南西方向の

走向をもつ北落ちの下尾野ノート上梅木断層がある．

この断層の南東側には再び向凝灰岩があらわれ，調

査地域中部から東部にかけて上位の梅木層と共にほ

ぼ水平に分布する．城川流域を中心とした調査地域

中央部には，冷Hl層群の上位をおおい，城層群がほ

ぼ水平に分布する．城層群の厚さは，調査地域北西
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Table5．Stratigraphic correlation table of thestudied area

With the south－eaStern part ofIzu Peninsula，the Boso

Peninsula and the Kakegawa area．
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部の単斜構造と下尾野川一上梅木断層の問で厚い．

これら下位層を地域全体において熱海層群がほぼ水

平におおう．また調査地域東部には南北性の巣雲

山一奥野断層が存在し，熱海層群以下の地層に東落

ちの成分を含む左横ずれ変位を与えている．

調査地域には上述の2本の断層を含めた7本

の断層が存在するが（Fig．2），相峠断層を除く6

本はこれまで報告のないものであり，本研究に

おいて命名を行なった．いずれの断層も空中写真に

おいて線状構造が観察できる．

（1）巣雲山一奥野断層（Sukumoyama－Okuno

Fault）

調査地域北方の巣雲山の東麓から南方に伸び，沢

口西方1km，柏峠西方300m，冷川峠付近を通り，奥

野西方500m付近に達する断層で，南北ないしN150
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Wの走向をもつ．本断層は，下尾野川上流域にお

いて宇佐美火山噴出物上部の安山岩熔岩US－S5

に東落ち200mの変位を与えている．また本断層

は，冷川峠付近において梅木層のUM－IIとUM一

ⅠⅠⅠとの境界，および梅木層と向凝灰岩の境界に

東落ち100～150mの変位を与えている．宇佐美

火山噴出物および梅木層，向凝灰岩のそれぞれにほ

ぼ同程度の変位を与えていることから，本断層は，

宇佐美火山噴出物の噴出以後に活動を行なったもの

と考えられる．

本断層によって宇佐美火山噴出物の熔岩や火山砕

屑岩の分布が支配されている．すなわち宇佐美火山

噴出物のうち，上部のUS－Sのみが断層の両側に

分布しており，その厚さは西側では20～30mなの

に対し，東側では300mに達する．またUS－Sより

81
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下位のUS¶0からUS－Vまでは，断層の西側のみ

に分布し，その厚さは250mである．これらのうち

US－0，US－III，US－IVは断層から西方に2へノ5kn

追跡することが可能であり，しかも断層付近でその厚

さや岩柏を変化させていない．以上の事から，本断

層は前述の東落ちの垂直変位のみならず，少なくと

も3kmに達する水平変位をもつと考えられる．こ

のような層相の相違は梅木層下部のUM－ⅠⅠⅠにお

いても認められ，断層の西側ではUM－ⅠⅠⅠの凝灰角

礫岩の基底部と上部に存在する2枚の熔岩が東側で

は挟在しない．

本断層の西側において東西5km以上追跡できる宇

佐美火山噴出物下部のUS－IIおよびUS－IVの熔岩の

古地磁気測定結果を用いて，断層運動の解析を行なう．

US－ⅠⅠは1枚の熔岩であり，これを異なる4地点で

採取した（地点1，3，5，6，Fig．4）．US－IVは4枚

の熔岩を含むが，これら4枚は，地点9付近において

すでにKoNO（1968）によって採取・測定されており

（試料番号UVO6～09），12mTの交番磁場消磁後の

残留磁気の方向のばらつきはα95＝5．20と小さい．こ

のことは，これら4枚の熔岩が噴出する間の地球磁

場の方向が±50程度の誤差で一致していた事を意

味し，これ以上の角度の差を論ずる場合にはこれら

4枚を同一の熔岩としてみなすことができる．US〔

ⅠⅤの4枚の熔岩のうちのいずれかにあたる熔岩を異

なる5地点で採取した（地点2，4，7，8，9，

Fig．4）．US一一II，US－IV共に試料採取にはエンジ

ンドリルを用いた．

段階的交番磁場消磁にともなう残留磁気方向の変

化は，US－IVの試料の方がUS．IIの試料よりも小

さい（Fig．6（a））．両者の試料のNRM強度は2・5×

10Jl～2．4×100A／mであり，15mTの交番磁場消

磁後の残留磁気強度との比はUS【ⅠⅤの試料が

1．1～2．8，USLIIの試料が1．6～3．6でUSlVの

試料の方が小さい．交番磁場消磁後の残留磁気方向

のばらつきはUS－ⅠⅤの試料（α95＝2．80～7．00）の万

がUS一ⅠⅠの試料（α95＝4．OC～14．10）より小さい

（Fig．6（b））．

US」Ⅴの各採取地点の残留磁気方向は有意に異

なり，東の地点の試料つまり巣雲山一奥野断層に近

い地点の試料ほど残留磁気の偏角は，大きな反時計

まわり方向のずれを示す（Fig．6（b），7）．しかし，

採取地点の異なる試料の残留磁気の伏角には有意な

差が認められない（Fig．8）．同様な残留磁気方向の

変化がUS－ⅠⅠの試料においても認められる．このこ

とは，US－IIおよびUS－IVの熔岩の噴出後に調査地

真　　人

］S－l N
N uS一Ⅳ

Fig．6．（a）Changesin the directions of re－

manent magnetization of thelava flows

US－Ⅱ（1eft circle）and US－Ⅳ（right circle）

during stepwise AF－demagnetizations（●：

lower hemisphere，○：upper hemisphere）・

The numbersin thisfigureindicate the site

number and AF－demagnetizationfieldin mT．

（b）The directions of remanent mag－

netization of thelava flows US－II（1eft cir・

cle）and US－Ⅳ（right circle）at each site

after15～25mT AF－demagnetizations，prOT

jected on upper hemisphere．Size of outer

circle at each point showsα95COnfidence

limit．The numbersindicate the site number

and AF－demagnetizationfieldin mT・

域が，東部ほど大きな，水平回転成分のみからなる構

造運動を被った事を意味し，その水平回転は，巣雲

山一奥野断層に沿う左横ずれ型の引きずり変形に

よってもたらされたものと考えられる（Fig．9）．

この引きずり変形の開始した時代を検討するため

に宇佐美火山噴出物より下位の地層の古地磁気測定

結果を用いる（Fig．7，8）．これら下位層の試料にお

いても残留磁気の偏角の反時計まわり方向へのずれ

が認められるが，その大きさを宇佐美火山噴出物の

試料のものと比較した場合，有意な差は認められな

い．このことは，巣雲山一奥野断層の変位が宇佐美

火山噴出物の噴出以後に起きたことを意味し，地質

学的証拠から求めた本断層の活動時期と一致する．

巣雲山一奥野断層の走向，活動時期および変位の



伊豆半島北東部中伊豆町～伊東市地域の層序

COUnter－Clocklヾ1Se、∧OtaいDn

Of decllndtlDn

十

ノ■

1コ0′■

90

80

／十 ノ
70

60

5ロ　　 十
　 ◆

　　　　　　　　　　　　　　十
十

一十． 卓 ∴ 　　 十・ 40

30

　／

＋

／■

押

10

丁 ㌧ q ／ 1　 7　 1

／

1 2km EAST

lm

－2〔

m

Fig．7．Relationship between counter－Clockwise

rotations of declinations of remanent magnet－

ization and distances from the SukumoyamaT

Okuno Fault．Declinations of remanent magT

netization of the US一Ⅲand US一Ⅳlava flows

are shown by points connected with solidline

and dottedline，reSpeCtively．●：declinations

Ofremanent magnetizationofsamples from the

Usami VoIcanoTeffusives，＋：declinations of

remanent magnetization of samples from the

Shimoonogawa Andesites，the Yokoyama Silt－

stone，the UmegiFormation，and the Mukai

Tuff．

h■［ST5km　　仁　　　3　　～　　1sukum。烏＿。ku。。－　　　2k〔1EAST

Fig．8．Relationshipbetweenabsoluteinclina－
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センスは調査地域北方の丹那断層のものとほぼ等し

く，本断層は丹那断層の分岐であると考えられる．

（2）下尾野川一上梅木断層（Shimoonogawa－

KamiumegiFault）

本断層は，調査地域西部の上梅木付近からその東

方の持越北方を経て，下尾野川上流に沿い沢口の南

fault

Fig．9．Schematic diagram showing the

rotations of paleomagnetic vectors

caused by the drag along theleft－

lateral strike－Slip fault．
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西方に達する断層であり，ほぼ北東一南西の走向を

もつ．本断層は，冷川層群および城層群に変位を

与え，下尾野川上流域においては梅木層下部の

UM¶ⅠⅠⅠの熔岩の高度に北落ち100mの変位を

与えている．また下尾野川，冷川，大見川の各流域

においては断層の南東側に広く分布する向凝灰岩が

断層を挟んで北西側の断層付近にはみられず，北落

ち100m以上の変位が推定される．また本断層は，

向北方において下尾野川安山岩類に北落ち50mの

変位を与えている．断層の南東側における下尾野川

安山岩類の分布は向北方に限られ，横山シルト岩お

よび大野礫岩は断層の北西側のみに分布する．宇佐美

火山噴出物，天子火山噴出物，天城火山本体噴出物は

本断層による変位を受けておらず，本断層は宇佐美

火山噴出物の噴出以後は活動を行なっていないと考

えられる．

（3）持越一餅田断層（Mochikoshi－Mochida

Fault）

本断層は，調査地域西部の餅田付近から梅木北方

を経て持越北東方に至る断層であり，東西ないし東

北東一西南西の走向をもつ．本断層は，持越付近

において横山シルト岩および大野礫岩に北落ち50

mの変位を与え，餅田付近および梅木北方では天子

火山噴出物および下尾野川安山岩類に北落ち50m

の変位を与えている．このことから本断層は天子火

山噴出物の噴出以降に活動したものと考えられる．

（4）山田断層（YamadaFault）
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本断層は，調査地域南東部の山田からその北東方

に伸びる断層で東北東一西南西の走向をもち，向凝

灰岩と梅木層の境界に北落ち50mの変位を与えて

いる．

（5）宇佐美断層（UsamiFault）

本断層は，調査地域北東部の宇佐美南西方2kmの

山中に存在する断層で，東北東一西南西ないし北

東一南西の走向をもつ．断層の南側には，宇佐美

火山噴出物上部のUS膚S2およびUS－S5，梅木層，

向凝灰岩が分布するのに対し，断層の北側ではこれ

らの上位にあたる宇佐美火山噴出物上部のUS－Sl

のみが分布し，北落ち200m以上の変位が推定され

る．

（6）伯峠断層（KashiwatogeFault）

本断層は，調査地域東部の相峠東方に存在する断

層で，北西一南東の走向をもち，宇佐美火山噴出物

上部のUSpS3およびUSLS4に北落ち50mの変

位を与えている．なお本断層は，星野ほか（1978）

によって準確実活断層として報告・命名されたもの

である．

（7）田代断層（TashiroFault）

本断層は，調査地城北西端に存在し，下白岩の西

方から田代の東側を経てその南方に至る断層で，ほ

ぼ南北の走向をもつ．本断層にはぼ平行すると考えら

れる断層が田代付近の大兄川南岸の加殿層中に観察

され，走向N300Eで東に600傾斜し左横ずれを示す

断層鏡面をもつ．断層付近の地質の大部分は未

調査であり，その正確な位置や変位量は不明である

ため，本断層は推定断層として扱う．

7．結　　　論

本研究においては，詳細な地質調査を行なった上

で，熔岩および火山砕屑岩中の本質岩片の岩質を比

較し，同一噴出単位を追跡した，それによって従来

岩柏の類似のみから誤った対比の行なわれてきた

岩体同士を区別し新たな対比を行なうことにより，

これまで関係の不明であった調査地域西部と東部の

両地域にわたる層序を組み立てることができた．ま

た微化石の検討および古地磁気の測定によって，従

来と比較して詳細な地質年代の決定・堆積環境の推

定および地質構造の解明を行なうことができた．主

要な結果を以下に要約する．

（1）伊豆半島南部の白浜層群に対比される冷川層

群が調査地域に広く分布し，湯ヶ島層群を傾斜不整

合におおう．冷川層群は，酸性火山岩類を主体とす

真　　人

る下位の向凝灰岩と，塩基性火山岩類を主体とする

上位の梅木屑からなる．

（2）城層群は，横山シルト岩とそれを整合におお

う下尾野川安山岩類および大野礫岩によって構成さ

れ，下尾野川安山岩類と大野礫岩は側方移化の関係

にある．

（3）横山シルト岩は，調査地域および伊豆半島の

他の地域に分布するほとんどの地層が火山岩類を主

体とするのに対し，火山物質をほとんど含まぬ通常

の砕屑岩によって構成され，底生有孔虫化石から水

深200～500mの外洋性の堆積環境が推定される．

また浮遊性有孔虫化石および古地磁気測定結果から，

横山シルト岩は，更新世前期の松山逆磁極期内のオ

ルドバイ亜期とハラミヨ亜期の間に対比される．

（4）城層群以下の地層には，調査地域北西部の単

斜構造および下尾野川一上梅木断層に代表されるほ

ぼ北東一南西方向の地質構造が認められ，それらに

よって各層の分布が支配されている．

（5）宇佐美火山噴出物は，熔岩，および火山砕屑

岩中の本質岩塊の岩質に基づいて7層準に区分でき，

22枚の熔岩が識別・追跡できた．

（6）宇佐美火山噴出物の噴出以後に活動し，宇佐

美火山噴出物とそれ以下の地層に東落ち100～200

mの縦ずれ変位と，少なくとも3kmに達する横ずれ

変位を与えている巣雲山一奥野断層を発見し，古地

磁気測定結果から断層付近の左横ずれ型の引きずり

変型を明らかにした．
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